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不
合
格
で
も
学
生
登
録
認
め
ま
す

来
年
四
月
開
学
予
定
の
国
際
教
養

大
学
の
創
設
準
備
委
員
会
入
試
専
門

部
会
が
二
十
日、
都
内
で
開
か
れ
た。

入
学
試
験
で
不
合
格
に
な
っ
た
場
合

で
も、
一
定
の
成
績
で
あ
れ
ば
「
特

別
科
目
等
壇
修
生」

と
し
て、

学
生

登
録
を
認
め
る
方
針
を
決
め
た。

贋

修
生
が
受
講
し
た
科
目
は
成
績
評
価

や
単
位
認
定
が
行
わ
れ、

成
績
優
秀

者
に
つ
い
て
は、

次
年
度
で
正
規

の
二
年
生
と
な
る。

同
様
の
制
度
は

多
摩
大
学
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
入
試」

が
あ
る
が、

全
国
で
も
少
な
い
と

い
う。瞳

修
生
制
度
は、

意
欲
あ
る
学
生

に
入
学
へ
の
道
を
確
保
す
る
の
が
狙

ぃ
。

大
学
設
置
準
備
事
務
局
に
よ
る

と、

入
学
試
験
で
合
格
で
き
な
か
っ

た
人
の
う
ち、

成
績
上
位
者
を
補
欠

合
格
と
す
る。
入
学
辞
退
者
が
出
た

場
合、

そ
の
人
数
に
よ
っ
て
繰
り
上

げ
合
格
と
な
る。

贋
修
生
は、

繰
り
上
げ
合
格
に
な

ら
な
か
っ
た
補
欠
合
格
者
や
一
定
基

国際教養大

制度導入へ

準
以
上
の
成
績
を
挙
げ
た
人
が
対

象。

授
業
は一
般
学
生
と
と
も
に
聴

講
で
き、

授
業
料
は
納
入
す
る
が、

入
学
料
は
原
則
必
要
な
い。

今
後、

編
入
学
や
秋
季
入
学
制
度
と
合
わ
せ

て、

学
問
な
ど
を
検
討
す
る。

こ
の
ほ
か、
入
試
専
門
部
会
で
は、

一
般
選
抜
は
二
月
一
日
（
三
教
科）

と
二
月
十
四、
十
五
日（
五
教
科）
、

一一

斉
二
十
日
（
英
語
・
小
論
文）

に

行
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
た。
三
教
科

型
と
五
教
科
型
の
併
願
は
で
き
な

い。

推
薦
入
学
で
は、

県
内
枠
を
半

五
人
程
度
設
け
る。

内
訳
は、

学
校

長
推
薦
が
十
人
程
度、

自
己
推
薦
の

交
換
留
学
経
験
者
が
五
人
程
度
と
な

っ
て
い
る。

優
秀
者
は
正
規
の
2
年
生
に

不合格でも学生登録認めます


